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・
三
月
二
十
三
日
〜
五
月
十
四
日

　
「
企
画
展
示

古
典
籍
の
世
界
〜
原
本
、デ
ジ
タ
ル
、そ
し
て
Ｗ
ｅ
ｂ
へ
〜
」

　

現
在
目
録
作
成
中

　

書
名
に
つ
い
て
は
今
年
度
中
に
公
開
予
定

　

・
六
月
十
二
日

　
　

第
十
六
回
平
曲
鑑
賞
会

　
　
　

重
衡
を
語
る　

平
家
の
悪
行
を
背
負
っ
た
武
将
の
生
涯

　
　
　
　

講
演
「
平
家
物
語
の
平
重
衡
」

 

（
名
古
屋
女
子
大
学
名
誉
教
授　

大
森
北
義
）

　
　
　
　

平
曲
「
海
道
下
」

 

（
新
潟
大
学
教
授　

鈴
木
孝
庸
）

　
　
　
　

平
曲
「
重
衡
被
斬
」

 

（
平
家
琵
琶
相
伝
者　

橋
本
敏
江
）

　

・
十
一
月
七
日

　
　

第
十
七
回
平
曲
鑑
賞
会

　
　
　

能
楽
に
も
登
場
す
る
平
家
の
女
性
物
語

　
　
　
　

講
演
「
能
の
本
説
（
典
拠
）
と
し
て
の
平
曲
」

　
　
　
　

 

（
名
古
屋
女
子
大
学
教
授　

林
和
利
）

　
　
　
　

平
曲
「
横
笛
」

　
　
　
　

 

（
国
風
音
楽
会
会
長　

今
井
検
校
勉
）

　
　
　
　

平
曲
「
小
原
御
幸
」

　
　
　
　

 

（
平
家
琵
琶
研
究
保
存
会
会
長　

館
山
宣
昭
）

　

・
六
月
十
九
日　

於
浄
願
寺

「
映
像
と
音
で
探
る
東
西
の
地
獄
絵
の
旅―

神
曲
と
六
道
絵―

」

〜
謡
い
「
野
守
」
〜　
　
　

 

（
浄
願
寺
住
職　

箕
浦
遵
）
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講
演
（
第
一
部
）

　
　
　
「
日
本
の
中
世
に
お
け
る
地
獄
絵
」

　
　
　

 

（
愛
知
教
育
大
学
教
授　

鷹
巣
純
）

　
　
　
「
ダ
ン
テ
の
神
曲
に
お
け
る
地
獄
・
煉
獄
」

　
　
　

 

（
愛
知
県
立
芸
術
大
学
教
授　

水
野
留
規
）

　
　
　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
第
二
部
）

　
　
　
「
東
西
の
地
獄
を
比
較
す
る
試
み
に
つ
い
て
」

　
　
　

 

（
講
演
者
二
氏
と
愛
知
県
立
大
学
准
教
授　

中
根
千
絵
）

　

・
十
一
月
六
日　

於
徳
川
園
ガ
ー
デ
ン
ホ
ー
ル

　
　
「
公
開
講
座
家
康
の
遺
産
」

　
　
　
「『
続
日
本
紀
』
の
家
持
、『
万
葉
集
』
の
家
持
」

　
　
　

 

（
愛
知
県
立
大
学
教
授　

遠
山
一
郎
）

　
　
　
「
徳
川
家
康
の
蔵
書
「
駿
河
御
譲
本
」」

　
　
　

 

（
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
長　

桐
原
千
文
）

　

・
十
一
月
七
日　

於
徳
川
美
術
館
講
堂

　
　
「
公
開
講
座
家
康
の
遺
産
」

　
　
　
「
家
康
の
遺
産
と
尾
張
徳
川
家
の
名
宝
」

　
　
　

 

（
徳
川
美
術
館
副
館
長　

四
辻
秀
紀
）

　

・
十
一
月
十
四
日　

於
愛
知
県
立
大
学

「
公
開
研
究
集
会　

日
本
近
代
文
学
と
戦
争―

「
十
五
年
戦

争
」
期
の
文
学
を
通
じ
て―

」

　

 　
　

午
前
の
部

「
十
五
年
戦
争
期
文
学
に
お
け
る
混
血
表
象―

石
川
淳「
白

描
」・
金
史
良
「
光
の
中
に
」
を
中
心
に
」

　
　
　

 

（
愛
知
県
立
大
学
准
教
授　

山
口
俊
雄
）

　
　
　
「
詩
に
あ
ら
わ
れ
た
〈
神
〉
た
ち―

戦
時
下
、そ
し
て
戦
後
」

　
　
　

 

（
愛
知
県
立
大
学
教
授　

宮
崎
真
素
美
）

　
　
　

午
後
の
部　

一

「
日
中
戦
争
期
の
文
化
抗
争
│
帝
国
の
メ
デ
ィ
ア
と
文
化

工
作
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

　
　
　

 

（
東
京
外
国
語
大
学
准
教
授　

米
谷
匡
史
）

　
　
　
「
戦
争
表
象
に
お
け
る
前
線
と
銃
後
│
詩
歌
を
中
心
に
」

　
　
　

 

（
名
古
屋
大
学
教
授　

坪
井
秀
人
）

　
　
　
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
に
お
け
る
十
五
年
戦
争
と
日
常
性
」

　
　
　

 

（
シ
カ
ゴ
大
学
教
授　

ノ
ー
マ
・
フ
ィ
ー
ル
ド
）

　
　
　

午
後
の
部　

二

　
　
　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

・
十
二
月
十
一
日　

於
徳
川
園
ガ
ー
デ
ン
ホ
ー
ル

　
　
「
公
開
講
座
源
氏
物
語
の
世
界
」

　
　
　
「『
源
氏
物
語
』と「
い
く
さ
」―

薬
子
の
変
を
め
ぐ
っ
て―

」
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（
愛
知
県
立
大
学
教
授　

久
富
木
原
玲
）

「『
源
氏
物
語
』
の
女
た
ち
の
〈
い
く
さ
〉―

勝
ち
組
・
藤

壺
の
宮
と
負
け
組
・
弘
徽
殿
の
女
御―

」

　
　
　

 

（
駒
澤
大
学
教
授　

鈴
木
裕
子
）

　

・
十
二
月
十
二
日　

於
徳
川
美
術
館
講
堂

　
　
「
公
開
講
座
源
氏
物
語
の
世
界
」

　
　
　
「「
絵
入
源
氏
物
語
」
の
出
版
と
普
及
」

　
　
　

 

（
帝
塚
山
大
学
教
授　

清
水
婦
久
子
）

　
　
　
「
源
氏
絵
の
江
戸
初
期―
コ
ー
ド
化
と
浮
世
絵
化―

」

　
　
　

 

（
実
践
女
子
大
学
教
授　

仲
町
啓
子
）

　

・
文
字
文
化
財
研
究
所

　
　
『
愛
知
県
立
大
学　

文
字
文
化
財
研
究
所
年
報
』
第
３
号

 

（
平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
五
日
発
行
）

平
安
末
期
の
山
林
寺
院
と
地
域
社
会―

三
河
国
の
秘
め
ら

れ
た
文
字
史
料
探
求―

　

 

（
上
川
通
夫
）

　
　
　

和
泉
式
部
歌
の
〈
雪
〉―

消
え
ゆ
く
命
の
象
徴
と
し
て―

 

（
芝
紗
耶
香
）

形
代
と
し
て
の
浮
舟
に
見
る
神
道
と
仏
教―

『
源
氏
物
語
』

宿
木
巻
に
お
け
る
薫
と
中
の
君
の
会
話
か
ら―（

方
国
花
）

　
　
　

神
獣
「
白
澤
」
と
文
化
の
伝
播 

（
熊
澤
美
弓
）

　
　
　
　

文
字
文
化
財
研
究
所
の
活
動
実
績
と
計
画

　
　
　
　

文
字
文
化
財
研
究
所
活
動
報
告

島
津
忠
夫
氏
講
演
「
日
本
文
学―

作
品
の
成
立
と
諸
伝

本―

」
に
よ
せ
て 

（
浅
井
圭
子
）

　
　
　
　

ひ
と
こ
と
余
計
な
太
宰
治 

（
山
口
俊
雄
）

　
　
　
　

愛
知
県
立
大
学
文
字
文
化
財
研
究
所
年
報　

第
１
号

　
　
　
　

愛
知
県
立
大
学
文
字
文
化
財
研
究
所
年
報　

第
２
号

　
　
　

大
正
期
大
阪
に
お
け
る
機
械
器
具
工
場
の
地
域
的
展
開

 

（
中
島
茂
）

　

・
科
学
研
究
費
関
係

『
い
く
さ
の
歴
史
と
文
字
文
化
』（
遠
山
一
郎
／
丸
山
裕
美
子

編
）

　
　
　
【
基
調
講
演
】
七
世
紀
東
ア
ジ
ア
の
戦
と
日
本
の
成
立

 

（
笹
山
晴
生
）

　
　
　

第
一
部

　
　
　

唐
前
期
に
お
け
る
戦
争
と
兵
制
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（
孟
彦
弘
（
翻
訳　

吉
永
匡
史
））

　
　
　

白
村
江
戦
場
の
位
置
と
地
形
に
つ
い
て

 

（
李
相
勳
（
翻
訳　

方
国
花
））

　
　
　

白
村
江
の
戦
を
め
ぐ
っ
て 

（
倉
本
一
宏
）

　
　
　

七
世
紀
の
戦
と
律
令
国
家
の
形
成 

（
丸
山
裕
美
子
）

　
　
　

第
二
部

　
　
　

白
村
江
敗
戦
前
後
の
日
本
の
文
字
文
化　
　
　
（
犬
飼
隆
）

　
　
　

七
世
紀
に
お
け
る
文
字
文
化
の
受
容
と
展
開　
（
鈴
木
喬
）

古
代
朝
鮮
半
島
と
日
本
の
異
体
字
研
究―

「
部
」
の
字
を

中
心
に―

 

（
方
国
花
）

い
く
さ
が
投
げ
か
け
た
影―

額
田
王
と
天
智
天
皇
と
の
万

葉
歌―

 
（
遠
山
一
郎
）

　
　
　

防
人
の
た
び 
（
身
﨑
壽
）

（
三
弥
井
書
店　

平
成
二
十
二
年
三
月
十
九
日　
　

 

二
五
〇
〇
円
＋
税
）

　
『
い
く
さ
の
物
語
と
諧
謔
の
文
学
史
』（
中
根
千
絵
編
）

　
　
【
基
調
講
演
】
い
く
さ
語
り
の
機
能―

イ
ー
リ
ア
ス
、ロ
ー

　
　
　

ラ
ン
の
歌
、
保
元
・
平
治
物
語
の
比
較
を
通
し
て―

 

（
フ
ロ
ラ
ン
ス
・
ゴ
イ
エ
）

　
　
　

い
く
さ
物
語
、叙
事
詩
と
そ
の
パ
ロ
デ
ィ
（
篠
田
知
和
基
）

　
　
　

日
本
の
戯
咲
歌―

諧
謔
の
詩
の
始
原―

 

（
久
富
木
原
玲
）

　
　
　

中
世
の
い
く
さ
物
語
に
お
け
る
笑
い
の
文
学
史

 

（
中
根
千
絵
）

　
　
　

近
世
の
絵
本―

諧
謔
の
合
戦
物
語―

 

（
小
谷
成
子
）

『
滑
稽
新
躰
詩
歌
』
の
登
場―

パ
ロ
デ
ィ
か
ら
見
る
新
体

詩―
 

（
宮
崎
真
素
美
）

散
文
と
韻
文
と
、
緊
張
と
諧
謔
と―

石
川
淳
の
敗
戦
期
ま

で
の
作
品
を
通
じ
て―

 

（
山
口
俊
雄
）

（
三
弥
井
書
店　

平
成
二
十
二
年
十
月
七
日　
　

 

二
五
〇
〇
円
＋
税
）

　

鈴
木
ま
ど
か
氏
よ
り

　

『
鳴
海
家
本
「
平
曲
吟
譜
新
集
」
に
関
す
る
情
報
交
流
』

Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
解
題

 

（
平
曲
研
究
所
代
表　

鈴
木
ま
ど
か
）
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